
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元をたちあげるにあたって、大事にしたことは３つあります。 

一つ目は★材の価値分析です。笠間のまちには７月～１０月にかけて

たくさんのお祭りがあります。また、そこに関わる地域の方には熱い思

いをもっている方が多いです。そう考えた時に、材を「笠間のまち」と

設定し、対象を「Ｃさん」と「うらら会のみなさん」に設定すれば、子

どもたちの学びは豊かになるのではないかと考えました。 

Ｃさんは、日ごろから積極的に子どもたちに関わってくださってお

り、町内会長やゆうわ館の管理をしていたり、盆踊り大会を計画したり

しています。笠間のまちや、地域のつながりを大切にしている方です。 

うらら会のみなさんは、月に２回、ゆうわ館で盆踊りの活動をしてい

ます。 

Ｃさんやゆうわ会のみなさんと関わることを通して、子どもたちは盆

踊りに目をつけるのではないかと考えました。そして、盆踊りを通して、

地域の方々と交流することで、地域の方と活動する楽しさを感じたり、

自分も地域の一人としてできることを考えたりすることができるので

はないかと考えました。 

二つ目は★子どもの実態と教師の願いです、子どもの実態としては、

３分の１ほどの子どもが地域行事に参加していない状況でした。わたし

としては、地域の方と交流したり、笠間のまちの行事に参加したりする

ことで、自分たちの生活をより楽しくしようとしてほしいと思いまし

た。まちたんけんで出会ったＣさんや盆踊りに興味をもつことを通して

教師の願いにも迫れるのではないかと考えました。 

三つめは★生活科の内容です。内容については、（３）地域と生活で

す。Ｃさんやうらら会のみなさんと踊ったり、話したり、インタビュー

したりする地域の方々との交流を通して、笠間のまちを大切にしている

ことに気付いたり、地域や地域の人に愛着をもったり、地域の一員とし

て自分たちにできることを考えたりしてほしいと考えました。 

 

以上を踏まえて単元を構成しました。★第１次ではＣさんやうらら会

の方と出会い、第２次ではＣさんの思いに迫る、第３次では交流会を計

画し、開くという流れです。まだ実践中の提案になりますので、今回の

提案では第２次までの話とさせて頂きます。 

ここからは、活動の実際です。教師が事前にお願いをしてお

き、まちたんけんで、Ｃさんやうらら会のみなさんに出会いま

した。「炭坑節を一緒に踊らない？」と声をかけて頂き、子ど

もたちはノリノリで炭坑節を一緒に踊りました。帰り道や学

校に着いてからも踊っていた姿が印象的でした。夏休みにお

祭りがあると誘われたことから、夏休みの盆踊り大会に２０

人くらいの子どもが参加し、友達やうらら会の方と一緒に盆

踊りを踊りました。 

追加して 

夏休み明け、盆踊り大会に参加していた子どもたちは、その

時の様子を口々に話していました。ここで、「盆踊り大会に参

加していない子どもの思いも高めたい」と思い、振り返りの時

間を設定しました。この時間を通して、参加していなかった子

どもも「僕たちもまた踊りたい」と思うようになっていきまし

た。こうして、学級のみんなの思いが、「また踊りたい」と高

まっていきました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃさんから、手紙が届きました。その手紙の中には、「お礼の手紙を書

きました。」とあり、「どうしてお礼なのかな？お礼するのは、僕たちの

はずなのに」と疑問をもったり、「Ｃさんはおまつりで１番たのしいこと

は、おもちゃやおかしだと思わないのは、なんでかな」と疑問をもった

りしていました。 

もっと盆踊りがしたい！という流れになるのかと思っていましたが、

そうではなく、子どもたちの興味は「Ｃさん」に向いたのを感じました。 

 

「きっとＣさんは、盆踊りにみんなが来てくれたことが嬉しかったんだ

よ。そのお礼じゃないかな？」「みんなで踊れることが１番だと思ってい

るのかもしれないね」と予想を立てました。Ｃさんに聞いてみないと分

からないから聞いてみたいということで、Ｃさんにインタビューをしに

行きました。 

 

 

Ｃさんにインタビューしたり、一緒に給食を食べたりして、

少しずつ関わりが深くなってきました。子どもたちはＣさん

について知るにつれ、どんどんＣさんのことが好きになって

いきました。そして、「またＣさんと踊りたい」とここでよう

やく子どもたちの思いが「盆踊り」に向かいました。 

子どもたちは、自分たちでＣさんと会う約束を取り付けま

した。 

そこで、９月１３日、Ｃさんとうらら会のみなさんと盆踊り

の交流を行うことが決定しました。 

これが、９月１３日に行われた交流会の様子です。みんな笑

顔で楽しんでいます。この交流は２時間かけて行いました。 交流会の写真 

後日、１３日に行った交流を振り返る時間をとりました。ここで、教

師としてこんな姿を期待したいと考えました。★ 

ここで、みなさんに一緒に考えて頂きたいのが、この姿に迫るための

教師の手立てについてです。今回は、私もたくさんのことを勉強させ

て頂きたいので、３つの段階を設定させていただき、それぞれの段階

にあった手立てを考えて頂ければと思います。 

１つ目は「交流段階」で、９月１３日に行われた２時間の交流をさし

ます。この時にどんな手立てをうっていれば、この期待する姿に迫る

ことができるでしょうか。 

２つ目は「事前準備段階」で、９月１３日の放課後からの教材研究の

時間をさします。本時に向けてどのような準備をしておけば、この期

待する姿に迫ることができるでしょうか。 

３つ目は「本時段階」で、実際に振り返りを行う本時をさします。本

時でどのような手立てを打てば、この期待する姿に迫ることができる

でしょうか。 

みなさんで考えて頂ければと思います。 

よろしくお願いします。 

青枠は司会者でもいいですか？ 

するとＣさんは「みんなが来てくれたことが嬉しかったんだよ。一生

懸命踊ってくれてありがとう」「お祭りの本当の意味は、いろいろな人と

友達になること。大勢でおみこしや踊りを一生懸命すること。」「住んで

いた人たちの心を一つにしようとしたんだよ」と教えてくれました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここからはわたしが実際にうった手立てを紹介させていた

だきます。 

期待する姿に迫るために、たくさんの手立てを打ちました

が、ここでは時間の関係上いくつかの手立てを紹介させてい

ただきます。 

交流段階では、小グループと名札の手立て、事前準備段階で

は掲示物の手立て、本時段階では手紙とＣさんの掲示物との

比較の手立てを打ちました。詳しく話していきます。 

まず、交流段階での手立てです。一人ひとりと密に関われる

ように、子ども４人のグループに対して、うらら会の方２人に

入ってもらい、小グループでの活動を行うようにしました。そ

の際には名札を付けてもらい、子どもたちが名前を呼べるよ

うにしました。小グループでの自己紹介や踊りの練習を通し

て、前回初めて関わったときよりも仲良くなれるようにしま

した。 

次に、事前準備段階での手立てです。うらら会の方の顔と名

前が一致するように、名前と写真を掲示しておきました。ま

た、うらら会の方の気持ちと、自分たちの気持ちが同じだと分

かるように、子どもたちが言っていた交流に行く前の気持ち

を書いて掲示しておきました。Ｃさんの思いと、うらら会のみ

なさんの思いが同じであることも分かるように、Ｃさんにイ

ンタビューしたときの答えを書いて掲示していました。 

最後に本時段階での手立てです。子どもたちが、うらら会のみなさん

のあたたかさや、気持ちに気付けるように、うらら会のみなさんからお

手紙が届くようにしました。盆踊りの技術的な話ではなく、来てくれた

ことが嬉しいという気持ちや、一緒に踊れたことが楽しいという気持ち

を書いていただくようにお願いしていました。交流のときのグループご

とに手紙をもらえるようにして、一人１枚手紙をもらえたことで、より

親しみがもてるようにしました。また、Ｃさんとうらら会の方の思いが

同じであることに気付けるように、Ｃさんからもらった手紙を拡大して

掲示しておき、比較できるようにしていました。 

教師の手立てに対する成果と課題を話します。まず、成果についてで

す。うらら会のみなさんと交流する時から小グループを設定していたこ

とで、本時では～さんが言っていた、～さんがにこにこだったなどうら

ら会のみなさんの名前が飛び交っていました。手紙をもらったことで、

子どもたちも返事を書きました。その中に「Oさんとうらら会の人たち

と一緒におどったから、元気が出たよ。まるで、友だちになったと思っ

たよ」「とくに、うらら会のおばさんたちがえがおだったので、たのしく

なりました」などの言葉がありました。このことからも、うらら会のみ

なさんのあたたかさや気持ちに気付けたのではないかと思いました。 

次に、課題についてです。うらら会のみなさんの手紙の内容を全体で

共有したときに「全部ありがとうって書いてある！」という子の発言か

ら「Cさんと一緒だ！」という発言がありました。どちらにも「ありが

とう」と書いてある事実には気付けたが、その先にある思いには気付け

ませんでした。そこで「どんなところが同じなのかな？」「なんで同じな

のかな？」と問い返せば、Cさんの思いやうらら会の方々の思いに、よ

り迫っていくこともできたのかもしれません。また、「C さんは見てい

ただけ」という声を全体に広げて、「見ていただけなのに、なんで楽しか

ったのかな？」と投げかけていたら、Cさんの思いに気付くことができ

たのではないかと思いました。 


